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キーワード

　熊本大学薬学部では医療薬学教育の充実を目的として、平成21年４月より全国に先駆
けて臨床教授制度をスタートした。本特論では、以下に示す10名の臨床教授（薬剤師・医
師、NPO法人理事長など）に、「臨床教授から専門薬剤師へ向けた提言」をテーマにそれ
ぞれの専門分野の内容を交えて講演をしていただき、その後、学生との総合討論を実施す
る。
【臨床教授・所属】
甲斐原守夫先生（株式会社宝生薬局　代表取締役）
近藤　裕先生（熊本市民病院総合周産期母子医療センター　新生児科部長）
廣田誠介先生（有限会社広田薬局　代表取締役）
田中元子先生（松下会あけぼのクリニック　副院長）
三原修先生（日本赤十字社熊本健康管理センター　副所長）
陣内秀昭先生（医療法人社団陣内会陣内病院　院長）
石津棟暎先生（国立病院機構熊本再春荘病院　小児科部長）
飛野幸子先生（済生会熊本病院薬剤部　特別顧問）
川原尚行先生（NPO法人ロシナンテス本部事務局　理事長）
山本美智子（鈴鹿医療科学大学薬学部　教授）

専門薬剤師、がん専門薬剤師、HIV感染症薬剤師、感染制御専門薬剤師、熊本大学薬学
部臨床教授、医療現場の最先端の臨床知識、医療人として患者の命に真摯に向き合う姿
勢

専門薬剤師特論

入江徹美、甲斐原守夫、近藤裕一、石津棟暎、三原修一、飛野幸子、田中元子、陣内秀
昭、廣田誠介、川原尚行、山本美智子

単位数

科目分類 講義・討論

2選択必修

授業形態
講義に加えて、少人数クラスの特徴を活かした学生参加型学習（Project-based learning、
Learning through discussion）を行う。

授業の目標

　専門薬剤師（がん専門薬剤師、HIV感染症薬剤師、感染制御専門薬剤師など）の資格取
得を支援するために必要な知識、技能、態度を修得することを目的とした講義形式の授業
である。具体的には、熊本大学薬学部臨床教授（医師、薬剤師、NPO法人理事長など）の
協力を仰ぎ、医療現場の最先端の臨床知識や技能の修得だけでなく、優れた医療人とし
て患者の命に真摯に向き合う姿勢を醸成することを目的とする。

授業の内容

本演習を通して、専門薬剤師に向けた具体的なロードマップを描き、それを実践していただ
きたい。

テキスト

参考文献

評価方法・基準

履修上の指導

事前学習

事後学習

特に、指定しない。必要に応じて、参考資料をWebCT上に掲載あるいはプリント配布する。

平成21年度　「薬剤師のための医療薬科学研修会」テキストなど

【評価方法】　臨床教授による講義に対する参加態度およびその後の討論会での討論・発
表・質疑応答態度、および最終レポート内容から総合的に評価する。【評価基準】　本特論
を通して、各学生が専門薬剤師へ向けた具体的ロードマップが描けたかに着目して評価を
行う。

本特論は、学部教育における「薬学教育モデル・コアカリキュラム」および「実務実習モデ
ル・コアカリキュラム」のアドバンストな内容に相当するので、それらの学習内容を自己復
習した上で、授業に臨んでもらいたい。
授業の内容は、予めWebCTあるいはプリント配布するので、予習した上で授業に参加して
もらいたい。


